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論文審査の要旨 

 

本研究は近年指摘されている、プラバスタチンの神経保護効果について、Wistar ラット

の脳静脈閉塞モデルを用い、アポトーシス抑制効果を検証している。まずプラバスタチ

ンを 2 週間投与した群ではコントロールに比べて梗塞面積が有意に小さいことを確認し、

加えてペナンブラ領域の Bax および Bcl-2 陽性細胞を測定しアポトーシスへの影響を調

査し、Bax 陽性細胞の出現割合も有意にプラバスタチン投与群で低いことを確認し、プ

ラバスタチンの神経保護効果を示している。また両群間で 脳静脈閉塞後の 脳血流（CBF） 

の変化に有意差は認めなかった。以上の結果より、プラバスタチンの経口投与は局所の

CBF に影響を与えず Bax 発現の阻害に関連してアポトーシスを抑制する機序を示して

いる。 

公聴会では、アポトーシスを観察する期間として 48 時間を選択した根拠や細胞数カ

ウントにおける ROI の選定の方法、ROI 毎の計測数のバラツキの有無、臨床における応

用の点からプラバスタチンの投与量やプラバスタチンが禁忌であった場合の代替薬剤、

また脳神経領域以外の静脈性閉塞に対する効果について議論され、いずれも適切な回答

を得た。 

本研究はプラバスタチンの多面的効果として脳静脈虚血における神経保護作用を示

しており、この脳静脈虚血が手術操作時にともなって生じることが多いことから、脳神

経機能制御医学の発展に寄与するものと考えられ、学位に値すると判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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